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群馬県小川島と山梨県鶴島における
阿蘇4火山灰を挾む泥炭層の花粉分析
叶　内　敦　子
1．　はじめに
　群馬県利根郡月夜野町小川島と，山梨県上野原町鶴島の2か所の露頭で
阿蘇4火山灰層（Aso－4：町田ほか，1985）を挾在する泥炭層を採取して
花粉分析を行なった（第1図）。
第1図　調査地点
　O：小川島，T：鶴島
時期の森林植生の地域的な比較を行なううえでも重要である。
　本論では，群馬県小川島と山梨県鶴島の2か所の露頭でAso－4火山灰
層を挾む泥炭層の花粉分析を行い，分析結果から得られた2，3の知見を
述べる。
　Aso－4火山灰は，火山ガラスを主体と
し，斑晶鉱物として褐色角閃石と斜方輝
石を含む。その噴出年代は約7万年前と
考えられており（町田ほか，1985），給源火
山である阿蘇カルデラのある九州から，
本州，北海道に至る分布の広域性ととも’
に，後期更新世の示標テフラとしての有
効性は高い。また，Aso－4火山灰の降下
した約7万年前は，最終氷期の寒冷期直
前の時期（叶内，1988）にあたり，この
2．　泥炭層の採取地点と層序
1）小川島泥炭層
小川島泥炭層（竹本，1986）は，利根川と赤谷川によって形成された，沼
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田低位段丘（新井，1962）または伊閑面（竹本，1986）の段丘構成層中に
挾在する。
　竹本（1986）によると，泥炭層は利根川本流が小川島付近で支流の谷を
堰き止めた，小規模な後背湿地に推積したものと考えられた。泥炭層の採
取地点（36°40’N138°59’40”E）は赤谷川が利根川に合流する地点の約
200m南にあたる（第2図）。この地点の泥炭層はASQ－4火山灰層と鬼界
　　　　　薮欝縷ミ趨馨1
第2図小川島泥炭層（建設省国土地理院発行2万5千分の1地形図「猿ケ京」
　「上野中山」「後閑」「沼田」）
葛原火山灰（K－Tz：町田ほか，1983）層を挾む約1．8mの砂質シルトと
砂礫層を介在して，厚さ約1．4mの上部泥炭層と厚さ約0．5mの下部泥
炭層に分かれる（第3図）。上下いずれの泥炭層も暗褐色～紫褐色を呈し，
かなり粘土化が進んでいる。上部泥炭層の上部にはEpm　（中谷，1972）
を挾さみ，さらに直上を中之条ラピリ（JL：竹本，1985）に覆われる。こ
れらの示標テフラの噴出年代（町田・新井，1979ほか）から，この泥炭
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第3図小川島泥炭層の地質柱状図（竹本原図）
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層は約7万年前から6万年前にかけて形成されたと考えられる。また，下
部層はK－Tz火山灰の下位に約1mの砂礫層を介在することから，堆積年
代の詳細は不明であるが，7万年前に近いと考えられる。
　調査露頭は関越自動車月夜野バイパス工事によって作られ，1985年5
月に観察したものである。この露頭は，自動車道の工事終了にともない現
在では失われている。
2）鶴島泥炭層
　山梨県北都留郡上野原町鶴島の道路沿いの露頭（三角点266．　3　m付近，
35°36’18”N．139°07’36”E）には砂礫層中にAso－4火山灰を挾む泥
炭層が認められる（第4図）。これを鶴島泥炭層とよぶ。
　鶴島泥炭層を含む一連の砂礫質の堆積物は葛原層（皆川，1968）と呼ば
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第4図鶴島泥炭層（建設省国土地理院発行2万5千分の1地形図「上野原」
　「与瀬」）
れ，相模川支谷の小流や崖錐による埋谷性の堆積物と考えられた。葛原層
中には，Aso－4火山灰のほか御岳第1軽石（Pm・1：小林，1967），　K－Tz
火山灰が識別され，相模川本流の相模原段丘新淵面（Sl）を構成する上野
原礫層下半部に対比された。上野原礫層や葛原層の堆積期間は，これらの
示標テフラの年代から約5万年以上にわたるとされている。
　鶴島泥炭層は，Aso－4火山灰を中間部に挾むことから，約7万年前頃に
形成されたと考えられる（第5図）。また，鶴島泥炭層は葛原層中ではK・
Tz，　Pm－1より上位にあることが確認されている。
3．　泥炭層の花粉分析
1）分析方法
花粉試料は小川島と鶴島の2か所の露頭から泥炭層を10cmおきに約1
　　　　　　　　　　　　　　－28一
01
2
3
，　　　P
●　　　●　　　．
■，． D．■ ･：q：∴’3
・∵’亀・・6∵
．　　．　　　，　　噛　．　　唖
．・　「　●・，r・
．．・㌦　一　　8
…　°o∵！　　●．　．　　o　　　　幽　　　　　　　■
　■　　　　o　■　　　　．
D’ D°’ D㌦・’ X
，　　　璽　　　，　●　■
i藍鋤響
講謬，経
ﾉξゴ臓
ヤ’三♪…三3’；’三i；
ﾘ鎌
ililii
Aso－4
1
2
3
第5図　鶴島泥炭層の地質柱状図
　1．砂礫層　2．砂質シルト層
　3．泥炭層
cmの厚さで板状に採取し，そのうちの
約59を分析に供した。
　試料は風乾後，KOH－ZnC12比重分離
一アセトリシス処理を行った。検出した
花粉化石は樹木花粉（AP）を500個以上
同定し，それを基数として出現した花粉
化石の属・科ごとの比率を求めた。ハン
ノキ属　（AlnUS）については，出現率が
高く変動も大きいことから，基数からは
除外した。
2）分析結果
　分析の結果得られた花粉ダイアグラム
を第6図と第7図に示した。
　小川島泥炭層：全層でPiceaが優占
し，木本花粉全体の出現率の約40～80％
を占める。次いでTsugaが約20％，
Pinusが約10％連続して出現する。
PinusはほとんどがHaploxylon・type
であった。
　花粉組成については，上部と下部の泥炭層では大きな変化は見られず，
上部泥炭層に挾在する薄い泥炭質粘土層・シルト層の上下で，花粉組成に
変化が認められる。この境界より上位ではUlmus・Zelfeov’a，　Pterocarova－
Juglans，が減少し，　CryPtomeria，　Fagus，　Lepidobalanusがわずかなが
ら増加する。また，Alnus，　Gramineaeがこの粘土・シルト層で急増する。
　全層を通して，樹木花粉（AP）の比率が40％～60％とやや低率で，特
に下層部でシダ胞子（FS）が高率である。樹木花粉は，下層から上層へと
針葉樹花粉が増加し，広葉樹花粉が減少する傾向が認められる。
　鶴島泥炭層：主要な花粉化石は針葉樹類で，とくにPiceaが泥炭層の
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最下部で50％以上出現し，全層を通じて主要素となっている。Pinusは
最下層を除いて20～30％，Tsagaは10～20％，　Abiesは5～13％の出現
率である。低率ではあるが，Betula，　Ulmus－Zelfeova，　Pterocarya・Juglans
などの広葉樹も連続して出現する。全層を通じて，樹木花粉の出現率に変
化が少ないことが特徴的である。
　非樹木花粉はほとんどが，GramineaeとCyperaceaeであった。　Compo・
sitaeは，泥炭層の下層で10～20％出現するが，上層に向かい減少する。
全体に樹木花粉（AP）の比率が10％を越えず，　Alnusを含む非樹木花粉
の比率が高い。
4．考　　察
1）小川島と鶴島の古植生
　2か所の泥炭層の花粉分析の結果，樹木花粉ではPiceaが優占し，次
いでAlnUSの出現率が高かった。　AlnUSは，花粉の出現率の変動が大き
いため，安定した森林要素ではなく，湿原周囲に成育する局地的な湿地林
要素と考えてAP（樹木花粉）から除外した。しかし，小川島と鶴島周辺
の古植生を考える際には重要である。小川島泥炭層と，鶴島泥炭層の分析
結果から古植生を考えると，次のようになる。
　小川島泥炭層では，Alnusは上部泥炭層の最下部から粘土・シルト層に
かけて高率であり，鶴島泥炭層では，泥炭層の全層でAlnUSが高率で出
現する。これは，後背湿地が形成されて泥炭層が堆積し始めた時期に，後
背湿地は周囲をAlnUSの湿地林に囲まれ，その背後には，　Piceaを主と
する針葉樹林が広がっていたものと考えられる。
　鶴島泥炭層では，その後砂礫層などの段丘堆積物によって埋積されるま
での間，植生の変化は見られない。しかし，小川島泥炭層では，上部泥炭
層の最下部から粘土・シルト層にかけて高率であったAlnUSが減少する
とともに樹木花粉の比率が増加する。これは，後背湿地の周囲にあった
AlnUS林がより安定したPiceaを主とする針葉樹林へと変化したためと
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考えられる。
2）最終氷期前半の関東地方山間部の古植生
　小川島泥炭層と鶴島泥炭層の層序関係は，次のように考えられる。第3
図の地質柱状図に示したように，小川島泥炭層の上部泥炭層はEpmを挾
在し，Aso－4，　K－Tzより上位にある。下部泥炭層はK・Tzよりも下位に
ある。また，前述のように鶴島泥炭層はAs◎－4火山灰を挾みK－Tz火山
灰より新しい。つまり，鶴島泥炭層は小川泥炭層の上部・下部のほぼ中間
の時代に対比されることになる。花粉分析の結果も，小川島泥炭層と鶴島
泥炭層はともに，Piceaを主要素とする共通性の高い花粉組成であり，こ
の2か所の泥炭層が近い時代のものであることを示唆している。
　ただし，Piceaを主要素とする針葉樹林でも，小川島泥炭層はPicea－
Tsuga型，鶴島泥炭層はPicea－PinUS－Tsuga型の花粉組成であり，森
林植生のタイプには違いが見られる。
　最終氷期には，約5万年前と，約2万年前を中心とした，2回の寒冷期
が存在したと考えられている（辻，1985；叶内，1988）。小川島泥炭層と
鶴島泥炭層の示す古植生は，泥炭層に挾在する火山灰の年代から，約7万
年前から約6万年前にかけての最終氷期の琴冷期直前の植生を示すものと
考えられる。このことから，少なくとも約7万年前ごろには，関東平野の
山間部では，Piceaを主要素とする針葉樹林が存在し，約6万年前ごろま
で存続していたことが明らかになった。
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